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令和８（２０２６）年２月の調査結果



「ガソリンの燃料費はやや低下したものの、引き続き光熱費、材料費等は上昇しており、コスト上昇

に注視しなければならない。またイラン情勢の悪化により、国際情勢の影響にも注視する必要が高ま

っている。幸いにも、今年も1月以降の役員給与を約６％上昇させることができた。BCP対応のための

設備投資、行動計画の再確認を行う予定である。人材確保については、まず身内からの確保を検討す

る」（地質調査）「仕入れ単価が上がっているので、上敷きござの価格の値段が 5 年前の倍に。お客様

に納得していただいてからの発注となっている」（畳工事請負・畳製造販売） 

「相変わらず化粧品容器の受注に勢いがない。医療品容器クライアントの新企画案件が具現化すれば

業績回復につながる」（プラスチック加工）「売上高は増加傾向にあるが、相変わらず原材料・物品等

のコスト増にて収益率は微増。今後、社員へベースアップ等で還元出来るかが課題」（その他の鉄鋼） 

「2 月に入り食品とヘルス＆ビューティーが堅調で売上を牽引している。住居余暇関連は学童を中心

とした文具とエアコンが堅調で持ちこたえている。懸念事項は衣料でホビー以外は大きく落ち込んだ

ままで、今後の展望も暗い。高市政権の圧勝により政策の実行スピードも上がり、経済に好影響を与

えて業績の改善スピードも上がる。経費の適正化も進んでおり利益の改善も売上の上昇と歩調を合わ

せて堅調に推移するであろうと予測している」（大型小売店）「元来２月は売り上げが低いが、今年は

輪をかけて良くなかった。複数の景気対策が欲しい」（その他の各種商品小売） 

２月の全産業合計の業況ＤＩ値（前年同月比ベース、

以下同じ）は、▲１８．７（前月水準▲２２．８）とな

りマイナス幅が４．１ポイント縮小した。 

各業界、原材料や光熱費等の高騰によるコスト増を懸

念。建設業、製造業、サービス業の、一部では売上が増

加したものの、コスト上昇分に打ち消され、採算の悪化

が継続。今後の世界情勢や消費税減税などの制度変更に

よる外的要因が、先行きの不透明感を強めており、不安

視する声多数。 

「不動産の売買については、価額が低い物件は引き合いが多い。売却相談は多い。建築資材の高騰や

人件費の値上げにより、建築費が上昇している。金利も上がっているので、買い客も購入に慎重にな

っている」（不動産管理）「既存のビジネスモデルでは通用しなくなるのは明白。食材仕入れや他経費

が高騰する中で、その分をどこで補うか・別の販売方法を開拓するか、模索しながらハマるものを見

つけていくしかない。外部要因のせいにしても始まらないが、舵取りは年々難しくなってきていると

感じる。」（飲食店）「仕入れ価格の上昇と従業員の不足の状況に改善みられず。今後、消費税減税によ

り、仕入れ税額控除がなくなり、消費税の増額とともに、消費税減税による食品価格の便乗値上げな

どが起こると採算悪化を懸念」（日本料理） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                             

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
  

継続するコスト高と人手不足が収益を圧迫。国際情勢や制度変更等で不透明な先行きに警戒感。  

回答期間：令和8年2月18日～令和8年3月4日  調査対象：柏市内173業所及び組合にヒアリング、回答数64 

柏の景気情報（令和８年２月の調査結果のポイント） 

 

 
 

全産業合計では、「柏の景気」が▲１８．７に対し、「ＣＣＩ－ＬＯＢＯ」が▲１６．８で、柏のほうがマイナス幅が

１．９ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業種は、建設業、製造業、サービス業である。「柏の景気」の方が悪い業

種は、卸小売業である。 

前月と比べたＤＩ値の動き    改善    横ばい   悪化 

★調査結果のまとめ 

★全国の商工会議所早期景気観測調査（CCI－LOBO）との比較 

★業種別の動向 



特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

0.3
▲ 18.7 ±0.0 ▲ 6.6 ▲ 55.5 ▲ 5.5

▲ 16.8 ▲ 13.6 ▲ 13.6 ▲ 24.8 ▲ 13.0

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 14.0  7.6 ▲ 20.0 ▲ 44.4  5.5

▲ 5.9 ▲ 11.4 ▲ 2.8 ▲ 7.7 ▲ 0.8

採算DI  全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 21.8 ±0.0 ▲ 33.3 ▲ 44.4 ▲ 5.5

▲ 17.3 ▲ 16.7 ▲ 12.0 ▲ 20.2 ▲ 18.6

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 57.8 ▲ 53.8 ▲ 40.0 ▲ 61.1 ▲ 72.2

▲ 57.0 ▲ 63.0 ▲ 52.0 ▲ 61.4 ▲ 56.1

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

 18.7  38.4 ±0.0  5.5  33.3

21.8 38.3 16.2 16.6 25.0

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 6.2 ▲ 7.6 ▲ 6.6 ▲ 16.6  5.5

▲ 12.4 ▲ 6.8 ▲ 11.6 ▲ 18.2 ▲ 13.2

今月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較
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 3 調査期間：2025年2月10日～17日 
 
調査対象：全国の326商工会議所が2,455企業 
     にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（２月速報） 
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全国産業別業況ＤＩの推移 
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 

 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 
９月 ▲18.6 ▲10.2 ▲ 23.9 ▲ 24.8 ▲ 23.6 ▲  12.3 

１０月 ▲18.9 ▲13.5 ▲ 21.0 ▲ 24.2 ▲ 29.3 ▲  10.0 

１１月 ▲17.9 ▲16.5 ▲ 19.7 ▲ 24.7 ▲ 26.4 ▲  7.7 

１２月 ▲18.0 ▲14.7 ▲ 21.6 ▲ 23.4 ▲ 24.0 ▲  9.9 

１月 ▲17.9 ▲15.2 ▲ 17.2 ▲ 23.8 ▲ 25.1 ▲  12.1 

２月 ▲16.8 ▲13.6 ▲ 13.6 ▲ 23.5 ▲ 24.8 ▲  13.0 

見通し ▲13.6 ▲ 12.0 ▲ 11.4 ▲ 17.4 ▲ 18.9 ▲  11.0 
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令和7年 令和8年

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3～5月 ( 2～4月 )

全産業 ▲ 14.4 ▲ 17.3 ▲ 21.7 ▲ 25.0 ▲ 22.8 ▲ 18.7 ±0.0 ( ±0.0 )

建  設 ▲ 35.7 ±0.0 ±0.0 △ 16.6 ±0.0 ±0.0 ±0.0 ( △ 7.1 )

製  造 ▲ 25.0 ▲ 16.6 ▲ 38.8 ▲ 33.3 ▲ 18.7 ▲ 6.6 ±0.0 ( ▲ 6.2 )

卸・小売 ▲ 10.0 ▲ 30.0 ▲ 30.0 ▲ 42.1 ▲ 47.6 ▲ 55.5 ▲ 11.1 ( ▲ 9.5 )

サービ ス △ 5.2 ▲ 18.1 ±0.0 ▲ 27.7 ▲ 15.7 ▲ 5.5 △ 11.1 ( △ 10.5 )△ 5.2 △ 5.2 △ 5.2 △ 5.2

令和８年（２０２６年）２月の動向
【業況について】

業況ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

２月の全産業合計のＤＩ値（前年同月比ベース、以下同じ）は、▲１８．７（前月水準▲２２．

８）となり、マイナス幅が４．１ポイント縮小した。

先行き見通し

向こう３ヶ月（３月から５月）の先行き見通しについては、全産業では、△０．０（前月水準△

０．０）となり、変化はなかった。
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■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の業況について



○

令和7年 令和8年

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3～5月 ( 2～4月 )

全産業 ▲ 17.3 ▲ 16.0 ▲ 11.5 ▲ 25.0 ▲ 14.2 ▲ 14.0 △ 10.9 ( △ 1.4 )

建  設 ▲ 21.4 △ 20.0 △ 27.2 △ 8.3 ±0.0 △ 7.6 △ 7.6 ( △ 21.4 )

製  造 ▲ 43.7 ▲ 16.6 ▲ 55.5 ▲ 40.0 ▲ 12.5 ▲ 20.0 △ 13.3 ( ▲ 6.2 )

卸・小売 ▲ 5.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 36.8 ▲ 38.0 ▲ 44.4 △ 5.5 ( ▲ 9.5 )

サービ ス ▲ 5.2 ▲ 27.2 △ 15.0 ▲ 22.2 ±0.0 △ 5.5 △ 16.6 ( △ 5.2 )

先行き見通し

売上ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「増加」の回答割合ー「減少」の回答割合

向こう３ヶ月（３月から５月）の先行き見通しについては、全産業では、△１０．９（前月水準

          △１．４）となり、マイナス幅が９．５ポイント縮小した。

○

【売上について】

２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１４．０（前月水準▲１４．

２）となり、マイナス幅０．２ポイント縮小した。

▲ 60.0

▲ 40.0

▲ 20.0

±0.0

△ 20.0

△ 40.0

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3～5月

ＤＩ値

月別

売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

22%

42%

36%
28%

50%

22%
17%

22%

61%

13%

54%

33%

31%

46%

23%

円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の売上について



令和7年 令和8年

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3～5月 ( 2～4月 )

全産業 ▲ 24.6 ▲ 21.3 ▲ 20.2 ▲ 21.8 ▲ 17.1 ▲ 21.8 △ 10.9 ( △ 1.4 )

建  設 ▲ 28.5 △ 6.6 △ 9.0 △ 33.3 ▲ 7.1 ±0.0 △ 15.3 ( △ 14.2 )

製  造 ▲ 43.7 ▲ 33.3 ▲ 50.0 ▲ 46.6 ▲ 25.0 ▲ 33.3 △ 6.6 ( ±0.0 )

卸・小売 ▲ 25.0 ▲ 35.0 ▲ 30.0 ▲ 31.5 ▲ 28.5 ▲ 44.4 △ 5.5 ( ▲ 9.5 )

サービ ス ▲ 5.2 ▲ 18.1 ±0.0 ▲ 27.7 ▲ 5.2 ▲ 5.5 △ 16.6 ( △ 5.2 )

２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２１．８（前月水準▲１７．

１）となり、マイナス幅が４．７ポイント拡大した。

【採算について】

向こう３ヶ月（３月から５月）の先行き見通しについては、全産業では、△１０．９（前月水準

△１．４）であり、マイナス幅が９．５ポイント縮小する見通しである。

○

2.0

先行き見通し

採算ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

○

▲ 60.0
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▲ 20.0

±0.0

△ 20.0

△ 40.0

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3～5月

ＤＩ値

月別

採算ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

16%

47%
37%
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40%
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23%
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23% 円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の採算について



○

令和7年 令和8年

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3～5月 ( 2～4月 )

全産業 ▲ 66.6 ▲ 70.6 ▲ 63.7 ▲ 60.9 ▲ 57.1 ▲ 57.8 ▲ 57.8 ( ▲ 52.8 )

建  設 ▲ 64.2 ▲ 80.0 ▲ 72.7 ▲ 50.0 ▲ 50.0 ▲ 53.8 ▲ 53.8 ( ▲ 42.8 )

製  造 ▲ 75.0 ▲ 66.6 ▲ 61.1 ▲ 60.0 ▲ 56.2 ▲ 40.0 ▲ 40.0 ( ▲ 37.5 )

卸・小売 ▲ 75.0 ▲ 80.0 ▲ 75.0 ▲ 68.4 ▲ 57.1 ▲ 61.1 ▲ 66.6 ( ▲ 66.6 )

サービ ス ▲ 52.6 ▲ 59.0 ▲ 50.0 ▲ 61.1 ▲ 63.1 ▲ 72.2 ▲ 66.6 ( ▲ 57.8 )

向こう３ヶ月（３月から５月）の先行き見通しについては、全産業では、▲５７．８（前月水準

▲５２．８）となり、マイナス幅が５．０ポイント拡大する見通しである。

先行き見通し

【仕入単価について】
○ ２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲５７．８（前月水準▲５７．

１）となり、マイナス幅０．７ポイント拡大した。

仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「下落」の回答割合ー「上昇」の回答割合

▲ 120.0

▲ 100.0

▲ 80.0

▲ 60.0

▲ 40.0

▲ 20.0

±0.0

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3～5月

ＤＩ値

月別

仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス
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0%
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円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の仕入単価について



○

令和7年 令和8年

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3～5月 ( 2～4月 )

全産業 △ 14.4 △ 28.0 △ 23.1 △ 23.4 △ 17.1 △ 18.7 △ 25.0 ( △ 22.8 )

建  設 △ 35.7 △ 46.6 △ 45.4 △ 50.0 △ 28.5 △ 38.4 △ 46.1 ( △ 28.5 )

製  造 △ 6.2 △ 27.7 △ 16.6 △ 13.3 △ 12.5 ±0.0 △ 13.3 ( △ 31.2 )

卸・小売 △ 5.5 ±0.0 ±0.0 △ 10.5 ±0.0 △ 5.5 △ 11.1 ( ±0.0 )

サービ ス △ 15.7 △ 40.9 △ 40.0 △ 27.7 △ 31.5 △ 33.3 △ 33.3 ( △ 36.8 )

向こう３ヶ月（３月から５月）の先行き見通しについては、全産業では、△２５．０（前月水準

△２２．８）となり、プラス幅２．２ポイント拡大する見通しである。

【従業員について】
○ ２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△１８．７（前月水準△１７．

１）となり、プラス幅が１．６ポイント拡大した。

先行き見通し

従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「過剰」の回答割合ー「不足」の回答割合

▲ 15.0

△ 5.0

△ 25.0

△ 45.0

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3～5月

ＤＩ値

月別

従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

22%

75%

3%
33%

67%

0%
11%

83%

6%
6%

87%

7%

38%

62%

0%
円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の従業員について



令和７年 令和8年

9月 10月 11月 12月 1月 2月 2～4月 ( 2～4月 )

全産業 ▲ 10.1 ▲ 9.3 ▲ 7.2 ▲ 10.9 ▲ 2.8 ▲ 6.2 ▲ 1.5 ( △ 2.8 )

建  設 ▲ 21.4 ±0.0 △ 9.0 ▲ 8.3 ±0.0 ▲ 7.6 ±0.0 ( △ 7.1 )

製  造 ▲ 25.0 ▲ 25.0 ▲ 11.1 ▲ 20.0 ▲ 20.0 ▲ 6.6 ±0.0 ( ▲ 6.2 )

卸・小売 △ 5.0 ▲ 10.0 ▲ 10.0 ▲ 5.2 ±0.0 ▲ 16.6 ▲ 11.1 ( ±0.0 )

サービ ス ▲ 5.2 ▲ 18.1 ▲ 10.0 ▲ 11.1 △ 5.2 △ 5.5 △ 5.5 ( △ 10.5 )

先行き見通し

資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

【資金繰りについて】

２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲６．２（前月水準▲２．８）と

なり、マイナス幅が３．４ポイント拡大した。

向こう３ヶ月（３月から５月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１．５（前月水準△

２．８）となり、マイナス幅が４．３ポイント拡大する見通しである。

○

○

▲ 50.0

▲ 30.0

▲ 10.0

△ 10.0

△ 30.0

9月 10月 11月 12月 1月 2月 2～4月

ＤＩ値

月別

資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移
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卸・小売

サービス

9%
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72%

11%
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72%
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7%

80%

13%
8%

77%

15% 円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の資金繰りについて



【採算ＤＩ】

【仕入単価ＤＩ】

【資金繰りＤＩ】

【従業員ＤＩ】

【売上ＤＩ】

全国（ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ）との比較
【CCI－LOBOとは】

日本商工会議所が各地商工会議所のネットワークを活用し、地域や中小企業が「肌で感じる足元の 景況感」や「直面する経営課題」を

全国ベースで毎月調査し、その結果を集計・公表するものです

【業況ＤＩ】

柏▲ 18.7

全国▲ 16.8

▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0

全産業
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▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

全産業

建設

製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

不足過剰

柏 全国

柏▲ 6.2

全国▲ 12.4

▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0

全産業

建設

製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

好転悪化

柏 全国



業種別

【業種別】業界内トピックス



【業種別】業界内トピックス



質問Ａ

1 2 3 1 2 3
増加 不変 減少 増加 不変 減少

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
下落 不変 上昇 下落 不変 上昇

1 2 3 1 2 3
不足 適正 過剰 不足 適正 過剰

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ

       ＜業種別回収状況＞

44
34.2%
34.1%

回答数
37.0%
回収率調査産業 調査対象数

173
38

64全 産 業

46

建   設 13
15
18

製   造
卸  ・  小売
サ ー ビ  ス

※ＤＩ値と景気の概況

質問事項
回  答  欄

前年同月と比較した

今月の水準

今月の水準と比較した向こ

う3ヶ月の先行き見通し

45 18 40.0%

※ＤＩ値（景況判断指数）について

39.1%

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0

ｅ.業況

0＞DI≧▲25

ａ.売上高（出荷高）

ｂ.採算

（経常利益ベース）

ｃ.仕入単価

ｄ.従業員

調査方法と調査票
下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で

「業界内のトピック」の記述回答。

▲25＞DI

DI値は、業況・売上・採算などの各項目についての、判断の状況を表す。

ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割合が多いこと

を示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示

す。したがって、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・

弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。

ＤＩ ＝ （増加・好転などの回答割合） － （減少・悪化などの回答割合）

ｆ.資金繰り

業界内のトピック（記述式）

調査要領
回 答 期 間

柏市内１７３事業所及び組合にヒアリング

令和８年２月１８日 ～ 令和８年３月４日

調 査 対 象 

まあまあ 不振 極めて不振特に好調 好調


